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日頃より、都市デザイン学部同窓会活動に、ご支援、ご理解、ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
都市デザイン学部同窓会の活動の一環として、2024年度地域デザインPBL最終報告会に出席させていた

だきました。本報告会においては、動画を用いたフラッシュトークとポスター発表が実施されました。フラッ
シュトーク用に作成された動画では、自動音声の活用や映像技術の工夫がなされており、発表技術の進化を
強く実感いたしました。社会の変化に対応した講義形態の改革や、それに伴うスキルの向上が垣間見える貴
重な機会でした。また、ポスター発表が行われることをお伺いし、同窓会として議論促進の一助となるようお
茶菓子を準備させていただきました。都市デザイン学部の特徴であるPBL型学習のために、同窓会として今
後も継続的な支援を行なっていく所存であります。
同窓会誌の編纂に加え、ホームページの更新も実施いたしました。今後も定期的にホームページを更新し、
同窓会の活動を皆様にお伝えできるよう努めてまいります。
2025年3月25日には、グランテラス富山において都市デザイン学部学位記授与式が挙行され、合わせて
卒業祝賀会を開催いたしました。学生の皆様のご卒業を心よりお祝い申し上げるとともに、社会におけるご活
躍を楽しみにしております。
さらに、2025年は富山大学が統合され、20周年を迎えます。これに際して、富山大学統合20周年記念式
典・シンポジウムが開催されます。富山大学同窓会連合会として、本行事に積極的に協力し、統合後20年間の
歩みを振り返りつつ、次の20年を展望する貴重な機会としたいと考えております。都市デザイン学部同窓会
も富山大学同連合会の一員として、この行事に協力し、現役の学生や同窓生の皆様との交流をさらに深め、連
携の強化を図ってまいりたい所存でございます。
結びに、同窓生の皆様のますますのご活躍をお祈り申し上げるとともに、皆様のご活躍をお聞きできる場を
設けることができればと考えております。
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都市デザイン学部の設立に向けた準備が始まったのは、2015 年に国連で SDGs が正式に採択される前
後の時期であり、構想段階を含めると、すでに 10 年弱の歳月が流れています。当時、「持続可能性」という言
葉は一部の専門家や政治家・活動家の間では使われていたものの、一般社会にはまだ広く浸透していませ
んでした。そうした状況のなかで、「持続可能な社会の実現」という理念を名称にも掲げた、日本初の高等教
育機関として出発したことは、本学部の先見性を象徴するものと自負しております。また、2013 年には、あ
る国際的な科学誌において「2020 年までに最も就職機会の多い分野はコンピュータサイエンスである」と
の予測が示されましたが、国内では必ずしも迅速な対応がなされませんでした。そうした中、いち早く行動を
起こした滋賀大学では、現在ではデータサイエンス学部が看板学部となっているようです。本学部において
も、そうした時代の兆しを見逃すことなく、データサイエンスの必修化に先駆的に取り組んできました。

こうした取り組みの背景には、「非連続的な変化」への対応という大きな課題があります。変化が指数関数
的に加速したり、階段関数のように突然の転換を迎えたりする非線形的な社会において、人類や社会は必ず
しも柔軟に対応できるわけではありません。DS（データサイエンス）や SDGs のように、後から振り返れば
「当然の変化」と思えるようなことも、その只中にあっては多くの人々にとって未知であり、容易には理解され
ないものでした。Apple の創業者の故スティーブ・ジョブズは、「前を見て点と点を結ぶことはできない。だ
からこそ、将来それらがつながると信じるしかない」と語りました。まさに、私たちの学部設立の歩みも、その
ような“信じる力”に支えられていたと感じています。未来を描くには、現在の延長線上にある帰納的思考だ
けでは不十分であり、より根源的な原理に立ち返って構想を組み立てる演繹的思考が必要となります。とり
わけ、既存の経験や枠組みが通用しなくなるような状況においては、演繹的な視点こそが、次なる一歩を導
いてくれるのです。

現代は「第 4 の変化」、すなわち「ロボットとAI」の時代へと突入しようとしています。この変化は、これまで
の延長線では捉えきれない、本質的な非連続性をはらんでいます。そのような未来において、皆様が直面す
るさまざまな課題に対し、大学で培った学びが、道を切り拓く確かな力となることを心より願っております。と
りわけ、地域デザイン PBL では、専門知識の文脈から一度離れ、専門用語が通じない仲間と対話を重ねなが
ら現実の課題に取り組んでいただきました。これはまさに、非連続的・非線形的な社会における問題解決能
力を育む、重要な訓練であったといえるでしょう。大学という組織は本来的に保守的であり、急激な変化には
適応しにくい側面を持っていますが、本学部の教育はそうした限界を超え、未来社会に対応するための「思考
の武器」を提供できたものと確信しております。

最後になりますが、学部の運営にあたっては、同窓会の皆様から常に温かいご支援をいただいております。こ
れまで、新型コロナウイルス感染症の影響により、卒業式後の公式行事は各学科に分かれての学位記授与のみ
にとどまっておりましたが、2023 年度からは学部全体での立食形式の卒業記念パーティを実施することがで
き、多くの参加者から好評をいただきました。この開催に際し、同窓会の皆様からのご支援を賜りましたことを
ご報告申し上げますとともに、改めて深く感謝申し上げます。また、2024 年度には、在校生支援の一環として、
学部共通科目「地域デザイン PBL」への差し入れをいただきましたことにも、心より御礼申し上げます。

今回の同窓会誌が、これまでの成果と今後の展望を共有し、皆様との絆をより一層深める契機となれば幸
いです。未来を切り拓いていく皆様とのさらなる協力を、心より期待しております。

　2025（令和 7）年 3 月末をもちまして、富山大学を定年退職いた
します。本学には、博士課程修了直後の 1987（昭和 62）年 4 月に
赴任いたしましたので、地球システム科学科の沢田先生や中嶋先生が
お生まれになる前から 38 年間、終身雇用に近い形で勤めたことにな
ります。1987 年生まれの著名人を調べると、女優の長澤まさみさん、
サッカーのリオネル・メッシさん、フィギュアスケートの織田信成さん、
ピアニストのユジャ・ワンさんとカティア・ブニアティシビリさん等、
各界でご活躍されている方々のお名前が並びます（人選に偏りあり？）。
彼らの活躍を目にすると、38 年という歳月の長さを実感いたします。

　長年同じ職場にいると新鮮な気持ちが薄れていくという話も聞きますが、大学には毎年新入生が入って
くるので、新鮮な気持ちが薄れたことはありません。中でも、都市デザイン学部の開設準備から開設初年
度［2018（平成 30）年度］にかけては充実した日々でした。設置審書類の作成、高校訪問、オープンキャ
ンパス、AO 入試（2017 年 11 月実施）等は大変でしたが（本当に大変だったのは事務の皆さん）、多
くの教員の昇任、新任教員の受入れ、新たな機器や設備の導入などを伴うものでしたので、おのずと気合
が入りました。

　2018 年 4 月には、新任教員の皆様と第 1 期の新入生を迎えました。学科の新任教員 5 名には、当初
学科紹介のスライド作りなどを通じて学部・学科に慣れていただきましたが、皆様すぐに、私が師事した
いと思うほど頼もしい存在となられました。2018 年度入学生も、フロンティア精神をもって新学部・学科
の土台づくりに尽力してくれました。特に、後述の新型コロナ禍の中、2020 年 9 月 13 日～ 17 日には、
1 期生 5 名および大学院生とともに『北上巡検』を実施できたことは、懐かしい思い出です。

　2018 年 4 月の学部開設以降の 7 年間、平成 30 年北海道胆振東部地震（2018 年）、新型コロナウイ
ルス感染症の世界的流行（2020 ～ 2021 年）、市内最大積雪深 128 cm を記録した豪雪（2021 年）、
令和 6 年能登半島地震（2024 年）、および令和 6 年 9 月能登半島豪雨と、災害や非常事態が続きました。
また、この間には、私と歳の近い星野先生と小室先生がご逝去されました。こうした困難が続いていますが、
都市デザイン学部および卒業生は、富山県や富山大学の発展、ならびに能登半島の災害研究および復興
の核となって活躍してくれるものと確信しております。私も富山永住を決めましたので、微力ながら学部の
活動に尽力できれば幸いです。

　38 年間、未熟な私を支え、励ましてくださった教員、学生、卒業生の皆様に、改めて御礼申し上げます。
最後になりましたが、大学執行部の意向と学部教員・学生の意見をうまく調整して、学部・学科の運営を
支えてくださっている理工系総務課および理工系学務課の皆様に心より御礼申し上げ、退職のご挨拶とさ
せていただきます。
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2020 年 4 月より富山大学都市デザイン学部の材料デザイン工
学科に助教として採用いただき、この５年間大変お世話になりま
したこと厚くお礼申し上げます。採用面接の際に、企業時代のマ
グネシウム蓄電池開発話をしたところ、当時の学科長であられた
佐伯先生より、「大学でも続けてみては？」とコメントされたのを
きっかけに、そのテーマに再度取り組み今日に至っている。その間、
新設されたばかりの研究室に温かく迎えていただいた会田先生と
学生諸子、さらには学内外の大勢の方々に支えられ、特徴ある研
究成果を残せたのではと感じている。渡邊前学部長、安永現学部
長にはお会いした時に色々お声がけいただき、西村名誉教授には
有益なご助言をいただき、松田先生には多くのご相談をし、小野先生には困りごとを聞いていただ
き、城戸先生に色々助けていただいた。そのほか機器分析、機械工場、総務、学務、産学連携諸
の関係者には、本当にお世話になった。

一方、北陸では初めての生活であったが、学外で接する人たちも温かく、とても住みやすい地方
である。また、学生気質としては、素直で素朴である一方で、おとなしく消極的に感ずる。対人関
係を恐れずにもっと積極的に仲良くケンカすることを心掛けてほしい。対人関係を恐れず楽しみな
がら、ペイフォワードの精神で次世代の富山人として活躍していくことを望む。

附田 之欣

同窓生へのメッセージ

卒業生からの一言・思い出
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　Japan Steel Bridge Competition 美観部門　準優勝（2024.9）
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八木　隆暁（マテリアル科学工学プログラム修士２年，２期生）
　軽金属学会　軽金属希望の星賞（2025.1.25）
　「Al-Zn-Mg 合金の時効析出挙動に対する２段時効条件の影響」

前田健二朗
　軽金属学会　軽金属希望の星賞（2025.1.25）
　「溶融錫を利用したアルミニウム合金からのケイ素および鉄の分離」

藤村　彩和（マテリアル科学工学プログラム修士１年，３期生）
　日本金属学会第 7回第 7分野講演会　優秀ポスター賞（2024.12.7）
　「B2規則相を有する Ti-Fe 合金の強化挙動」
 

吉田　理央（マテリアル科学工学プログラム修士１年，３期生）
　日本金属学会第 7回第 7分野講演会　奨励ポスター賞（2024.12.7）
　「凝固偏析に基づく Ti-Fe 二元系合金の強度－延性バランスの向上」

吉田　智耶（マテリアル科学工学専攻博士前期課程１年，３期生）
　日本金属学会北陸信越支部・日本鉄鋼協会北陸信越支部
　令和 6年度連合講演会優秀発表賞（2024.11.27）
　「グラフェンナノリボン (GNR) 上での Fe 吸着における磁性」

富山大学 都市デザイン学部同窓会　　http://www3.u-toyama.ac.jp/sdalumni/
同窓会事務局　〒930-8555 富山県富山市五福 3190 工学部内

Tel：076-445-6335 (内 6335), Fax：076-445-6697
E-mail：sdalumni@sus.u-toyama.ac.jp

伊藤　　遼、岩月　祥矢（都市・交通デザイン学プログラム修士２年，２期生）
　全映協グランプリ 2024学生部門　最優秀賞（文部科学大臣賞）(2024.11.14)
　「富山駅前広場」，「松川沿いエリア」

チーム「Amberjacks」
伊藤　颯太，松永　海弘（都市・交通デザイン学プログラム修士２年，２期生）
加藤　海澄，福井　啓示（都市・交通デザイン学プログラム修士１年，３期生）
木山　和紀，高田　吉孝，高橋　真美（都市・交通デザイン学科４年，４期生）
下里　香瑛，中島　菜穂（都市・交通デザイン学科３年，５期生）
小林　楓岳，本岡　飛明（都市・交通デザイン学科２年，６期生）
小林　柚葉，原澤秀太朗，若子　来地（都市・交通デザイン学科１年，７期生）
指導教員：鈴木　康夫 准教授

　Japan Steel Bridge Competition 美観部門　準優勝（2024.9）
　橋梁名「どらアーチ」


